
専願入試

2015年実施

平成27年度 入学試験問題

国 語・社 会
（50分）

（国語100点・社会50点）

受 氏

験

番

号 名

注意事項

① 監督の指示があるまで中を開けないこと。

② 解答は、全て「解答用紙」に記入すること。

※ 字数制限がある問題は、句読点・記号も字数に含む。

③ 質問（印刷不明のところ）がある、鉛筆などを落とした、トイレに行きたくなった、気持ちの悪くなっ

た、などの場合は静かに手をあげること。

④ 携帯電話は、音が出ないよう電源を切るかバッテリーをはずし、カバンにしまっておくこと。

⑤ 「社会」の問題は裏の表紙の側から始まります。

名古屋経済大学市邨中学校



 －社会 1－

1 次の問いに答えなさい。 
問1 今から約5500年前に今の青森県でさかえた，縄文時代の遺跡は何ですか。 
問2 弥生時代から広く使われ出した道具を次のアからエの中から選び，記号で答えなさい。 
   ア 黒曜石   イ 石ぼうちょう   ウ 丸木船   エ 土器 
問3 3世紀は，西暦何年から何年までですか。  
 
 
2 次の表を見て，以下の問いに答えなさい。 

問1 表中のあについて，この都の名前を答えなさい。  
問 2 表中のいについて，この後，日本独自の文化が生まれました。これについて，適切ではないもの

を次のアからエの中から選び，記号で答えなさい。 
   ア 紫式部が『源氏物語』を書いた。 
   イ ひらがなができ，主に女性によって用いられた。 
   ウ 万葉集がへんさんされた。 
   エ 清少納言が『枕草子』を書いた。  

問3 表中のうについて，平氏をほろぼして征夷
せ い い

大将軍
たいしょうぐん

となり，幕府をひらいた人物はだれですか。 
 
 
3 次の文章を読み，以下の問いに答えなさい。 

 Ｘ．戦国時代を終わりにみちびいたのは，愛知県出身の3人の武将たちです。（ あ ）は桶
おけ

狭間
は ざ ま

で今

川義元をやぶって勢力をのばし，室町幕府をほろぼして滋賀県に安土城を築
きず

きました。（あ）の死後に

全国を平定したのが（ い ）で，彼の築いた大坂城は壮大な堀と石垣，天守閣をもっていました。（い）

は京都の桃山にも城をもっていたので，（あ）の時代とあわせてこの時代を安土桃山時代といいます。 
 
問1 文章中の（ あ ），（ い ）に適する語を答えなさい。 
問 2 文章中の下線部Ｘについて，この時代にフランシスコ＝ザビエルによって伝えられた宗教は何で

すか。 
 
 
 

年代 主な出来事 

794 京都に都が移される・・・あ   

894 遣唐使が中止される・・・い   

  武士が登場する  

11世紀ころ 藤原氏が全盛期をむかえる    

  保元の乱，平治の乱   

12世紀末 鎌倉時代が始まる・・・・う   



 －社会 2－

4 次の問いに答えなさい。 
問1 江戸時代の身分制度を漢字4字であらわしなさい。 
問 2 外国とのつきあいが制限された後も，長崎で交際があった国を次のアからエの中から選び，記号

で答えなさい。 
   ア ポルトガル   イ オランダ   ウ アメリカ   エ イギリス   

問3 1853年に浦賀
う ら が

へやってきたアメリカの使節
し せ つ

はだれですか。  
 
 
5 次の年表を見て，以下の問いに答えなさい。 

年代 日本のおもな出来事 

1872 鉄道が開通する 

  『学問のすすめ』が書かれる・・・あ 

1873 地租
ち そ

改正
かいせい

 

1874 板垣退
いたがきたい

助
すけ

が建白書
けんぱくしょ

を提出する・・・い 

1889 大日本
だいにほん

帝国
ていこく

憲法が発布
は っ ぷ

される 

1890 国会が開かれる 

1894 日清戦争がおこる 

1895 下関条約がむすばれる・・・・・・う 

問1 年表中のあについて，この本の著者
ちょしゃ

はだれですか。 
問2 年表中のいについて，以後さかんになった，国会の開設

かいせつ

などを求めた政治運動は何ですか。  
問 3 年表中のうについて，この条約の結果，日本は多額の賠償金を得ました。そのお金をつかって行

われたこととして，ふさわしいものを次のアからエの中から選び，記号で答えなさい。 
   ア 東京をはじめ，各地に地下鉄を開通させた。 
   イ 九州に製鉄所がつくられた。 

   ウ 北海道に開拓使
かいたくし

をおき，開拓をすすめた。 
   エ 群馬県に最新の製糸場がつくられた。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 －社会 3－

6 次の地図を見て，以下の問いに答えなさい。 

 
問1 地図中の山脈（山地）Ａ，Ｂの名前を答えなさい。 
問2 地図中の河川①，②の名前を答えなさい。 
問3 地図中の平野あ，いの名前を答えなさい。 
問4 地図中の海流ア，イの名前を答えなさい。 
 
 
 
 



 －社会 4－

7 次の地図と雨温図を見て，以下の問いに答えなさい。 

 
問 1 地図中の①，②の都道府県のものとして適切な雨温図を上のアからエの中から選び，記号で答え

なさい。 
問 2 地図中の③の都道府県で特に生産がさかんな農作物を次のアからエの中から選び，記号で答えな

さい。 
    ア 小麦   イ りんご   ウ 日本なし   エ なす 
問 3 地図中の④の都道府県の説明として適切ではないものを次のアからエの中から選び，記号で答え

なさい。 
   ア 全国で最も多くの台風が上陸する。 
   イ 大きな河川はないが，雨量が多いため地下水に恵まれ，水量は豊富である。 



 －社会 5－

   ウ 日本の都道府県の中で，最もアメリカ軍基地が集中している。 

   エ 伝統芸能として，エイサーなどが受け継
つ

がれている。 
 
8 次の文章を読み，以下の問いに答えなさい。 
 わたしたちの生活は，今日とても豊かになりました。一見，手に入らないものがない社会のようです

が，日本社会にもさまざまな問題点が見られます。 
 2011年3月11日，東日本大震災は私たちの生活を直撃しました。地震や津波で多くの人命が失われ

ただけでなく，原子力発電所が損害を受けて，Ａ．電力の供給が難しくなりました。今後は環境問題にも

気をつけて電力を供給していくことが求められています。 
 日本の総人口は現在約（ Ｘ ）人となっていますが，Ｂ．子供が減って高齢者の割合が増加する状況

がしばらく続くことが予想されています。将来，高齢者の年金や労働力が不足する可能性があり，注意

が必要です。 
 
問1 文章中の（ Ｘ ）について，適する数字を次のアからエの中から選び，記号で答えなさい。 
    ア 8000万   イ 1億9000万   ウ 2億5000万   エ 1億3000万 
問 2 文章中の下線部Ａについて，発電にも必要な石油は，日本は主にどこから輸入しているか，次の

アからエの中から選び，記号で答えなさい。 
   ア オーストラリア   イ カナダ   ウ サウジアラビア   エ ロシア 
問3 文章中の下線部Ｂについて，このような現象を何というか答えなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 －社会 6－

（白紙のページ） 
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こ
う
し
た
順
接
や
曖
昧
の
「
が
」
が
あ
る
と
、
文
章
は
非
常
に
わ
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
が
、
こ
の
「
が
」
横
行
し
て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
す
。

お
う
こ
う

こ
の
「
が
」
を
使
わ
な
い
だ
け
で
、
文
章
は
各
段
に
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し

話
す
場
合
は
そ
こ
ま
で
厳
密
に
考
え
な
く
て
よ
い
で
し
ょ
う

使
わ
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が

話
し
言
葉
は
書
き
言
葉
に
比
べ
る
と
か
な
り
い
い
加
減
で
曖
昧
で

、

。

、

こ

す
。
そ
こ
ま
で
話
し
言
葉
に
制
約
を
設
け
な
く
て
も
、
言
い
た
い
こ
と
が
明
瞭
で
あ
れ
ば
、
十
分
に
通
じ
ま
す
。

聞
く
方
も
、
文
法
を
分
析
し
な
が
ら
聞
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
ま
り
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ぶ
ん
せ
き

し
か
し
文
章
を
書
く
場
合
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

（
池
上
彰

「
伝
え
る
力
」
Ｐ
Ｈ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
新
書
）

問
一

で
き
る
だ
け
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
言
葉
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
順
接
の
「
が
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
二
十
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

さ

問
二

Ａ

に
入
る
適
切
な
語
句
を
文
中
か
ら
ぬ
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

問
三

Ｂ

、

Ｃ

に
当
て
は
ま
る
語
句
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
あ
と
の

か
ら

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

エ

Ｂ

し
っ
く
り

Ｃ

す
っ
き
り

Ｂ

ず
っ
し
り

Ｃ

し
っ
く
り

ア

イ

Ｂ

す
っ
き
り

Ｃ

し
っ
く
り

Ｂ

し
っ
く
り

Ｃ

ず
っ
し
り

ウ

エ

問
四

文
章
の
内
容
と
一
致
す
る
も
の
を
あ
と
の

か
ら

の
中
か
ら
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

オ

Ｄ
～
Ｆ
の
各
文
は
「
が
」
が
逆
接
の
使
い
方
に
な
っ
て
お
り
、
論
理
的
で
は
な
い
。

ア

順
接
や
逆
接
の
「
が
」
が
多
い
と
文
章
は
非
常
に
わ
か
り
に
く
く
な
る
。

イ

話
し
言
葉
は
書
き
言
葉
に
比
べ
、
曖
昧
な
の
で
、
言
い
た
い
こ
と
が
明
瞭
で
あ
れ
ば
良
い
。

ウ

Ａ
～
Ｃ
の
各
文
は
「
が
」
の
前
後
の
意
味
が
反
対
に
な
っ
て
お
り
、
論
理
的
で
あ
る
。

エ

文
章
を
書
く
時
は
、
逆
接
の
「
が
」
は
で
き
る
だ
け
避
け
た
方
が
よ
い
。

オ
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Ｃ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
十
分
に
と
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
結
局
、
ウ
イ
ル
ス
に
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
じ
ゃ
な
い
か
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

Ａ

の

が

で
す

論
理
が
明

瞭
で

わ
か
り
や
す
い

が

の
前
と
後
ろ
で

意
味
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す

こ
れ
が

本
来
の

が

の
用
法

「

」

。

、

。「

」

、

。

、

「

」

め
い
り
よ
う

で
すで

は
次
の
「
が
」
が
入
っ
た
文
章
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ

今
日
は
良
い
天
気
で
す
が
、
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ

か
れ
は
仕
事
が
で
き
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
。

Ｆ

当
店
で
お
買
い
物
い
た
だ
く
と
、
お
手
持
ち
の
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
が
、
水
曜
日
は
二
倍
の
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
。

ま
ず
Ｄ
に
つ
い
て
で
す
。

今
日

天
気
が
良
い
こ
と
と

相
手
が
元
気
で
あ
る
か
ど
う
か
は

ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か

曖
昧
で
す
ね

ま
あ

通
常
は
無
関
係
で
し
ょ
う

論
理
的
な
表
現
で
は
な

、

、

、

。

。

、

。

あ
い
ま
い

い
の
で
す
。

Ｅ
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
が
で
き
る
こ
と
と
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ
と
と
は
、
や
は
り
対
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

つ
い

こ
れ
は
む
し
ろ
、

彼
は
仕
事
が
で
き
る
し
、
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
。

と
書
い
た
（
言
っ
た
）
ほ
う
が

Ｂ

き
ま
す
。
あ
る
い
は
、

彼
は
仕
事
が
で
き
る
。
そ
の
上
、
ス
ポ
ー
ツ
も
で
き
る
。

と
書
け
ば(

言
え
ば)

、
さ
ら
に

Ｃ

し
ま
す
。

Ｆ
も

「
が
」
の
前
後
は
反
対
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

、

「
当
店
で
お
買
い
物
い
た
だ
く
と
、
お
手
持
ち
の
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
が
、
水
曜
日
は
」
と
き
ま
す
と

「
ポ
イ
ン
ト
は
つ
か
な
い
の
か
な
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

、

と
こ
ろ
が

「
二
倍
の
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
」
と
、
予
想
に
反
し
た
言
葉
が
続
き
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
相
手
に
余
計
な
神
経
を
遣
わ
せ
ま
す
。

、

つ
か

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

た
と
え
ば
、

当
店
で
お
買
い
物
い
た
だ
く
と
、
お
手
持
ち
の
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
。
水
曜
日
は
さ
ら
に
お
得
で
、
通
常
の
二
倍
の
ポ
イ
ン
ト
が
つ
き
ま
す
。

な
ど
と
表
現
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
ほ
う
が
ず
っ
と
わ
か
り
や
す
い
し
、
読
み
手
や
聞
き
手
の
心
に
響
く
は
ず
で
す
。

ひ
び
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次
の
語
句
を
並
び
替
え
て
短
文
を
作
り
な
さ
い
。
た
だ
し
、
※
の
指
示
に
従
う
こ
と
。

六①

性
格
だ

明
る
く

彼
女
は

優
し
い

※
主
語
が
一
文
節
目

②

思
い
出
が

懐
か
し
い

か
す
め
た

頭
を

※
主
語
が
二
文
節
目

次
の
①
か
ら
③
の
各
文
か
ら
名
詞
を
す
べ
て
ぬ
き
出
し
な
さ
い
。

七①

名
古
屋
市
の
過
去
の
歴
史
を
学
ぶ
。

②

庭
の
草
木
に
水
を
や
る
。

③

村
に
は
古
い
神
社
が
あ
る
。

次
の
①
か
ら
⑤
の
各
文
の

部
を
敬
語
に
し
な
さ
い
。

八

―

①

わ
た
し
が
そ
う
じ
を
し
ま
す
。

②

先
生
か
ら
手
紙
を
も
ら
っ
た
。

③

先
生
が
実
験
教
室
へ
行
く
。

④

お
客
さ
ん
が
壁
に
か
か
っ
て
い
る
絵
を
見
る
。

⑤

顧
問
の
先
生
に
部
活
の
予
定
を
聞
い
た
。

か
べ

次
の
①
か
ら
④
の
（

）
に
適
切
な
語
を
入
れ
、
慣
用
句
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
意
味
を
あ
と
の

か
ら

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

九

ア

カ

①

（

）
か
ら
火
が
出
る
。

②

鼻
が
（

）
い
。

③

し
の
ぎ
を
（

）
る
。

④

口
が
（

）
い
。

自
ら
め
ん
ど
う
を
み
て
、
大
事
に
育
て
て
あ
げ
る
。

と
く
い
に
な
る
、
じ
ま
ん
す
る
。

ア

イ

言
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
に
し
ゃ
べ
っ
て
し
ま
う
。

非
常
に
は
ず
か
し
く
て
、
顔
が
赤
く
な
る
。

ウ

エ

お
た
が
い
に
、
は
げ
し
く
あ
ら
そ
う
。

な
ん
と
な
く
、
何
か
か
が
起
こ
り
そ
う
な
予
感
が
す
る
。

オ

カ

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

十

で
き
る
だ
け
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
言
葉
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。

さ

順
接
の
「
が
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

「
～
～
で
す
が

「
～
～
で
は
あ
る
が

「
～
～
だ
が
」
な
ど
の
「
が
」
は
通
常
、
逆
接
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
文
章
の
内
容
を
こ
れ
か
ら
否
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

」

」

Ａ

今
月
は
売
り
上
げ
目
標
に
達
し
な
か
っ
た
が
、
来
月
こ
そ
、
き
っ
と
達
成
し
て
み
せ
る
。

Ｂ

昨
日
は
お
客
様
の
前
で
失
言
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
も
う
あ
の
よ
う
な
失
態
は
演
じ
ま
せ
ん
。
ど
う
か
も
う
一
度
チ
ャ
ン
ス
を
く
だ
さ
い
。

し
つ
た
い
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次
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
、

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
な
さ
い
。
ま
た
、
送
り
仮
名
が
必
要
な
場
合
は
送
り
仮
名
も
答
え
な
さ
い
。

一

―

①

永
久

②

夏
至

③

勤
労

④

木
立

⑤

軽
率

⑥

羽
毛

⑦

外
科

⑧

タ
ン
サ
ン
飲
料
を
飲
む
。

⑨

自
然
の
生
存
キ
ョ
ウ
ソ
ウ
。

⑩

コ
ク
ル
イ
を
食
べ
る
。

⑪

カ
ガ
ミ
を
見
る
。

⑫

ケ
ン
コ
ウ
に
気
を
つ
け
る
。

⑬

実
力
を
ハ
ッ
キ
す
る
。

⑭

キ
ビ
シ
ク
指
導
さ
れ
る
。

⑮

室
内
が
ア
タ
タ
マ
ル
。

次
の
①
、
②
の

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
答
え
な
さ
い

（
同
じ
答
え
は
使
わ
な
い
こ
と

）

二

―

。

。

①

生
糸

生
意
気

生
徒

②

光
明

明
ら
か

明
け
る

ア

イ

ウ

ア

イ

ウ

次
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
し
、
並
び
替
え
、
四
字
熟
語
を
作
り
な
さ
い
。

三
①

語

道

ゴ

ン

断

②

苦

苦

八

シ

③

一

キ

髪

機

④

イ

心

心

伝

⑤

自

自

業

ト

ク

次
の
熟
語
の
構
成
は
あ
と
の

か
ら

の
ど
れ
に
な
り
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

四

ア

オ

①

作
文

②

青
空

③

県
営

④

豊
富

上
の
漢
字
が
主
語
、
下
の
漢
字
が
述
語
で
あ
る
も
の

ア

上
の
漢
字
が
下
を
修

飾
す
る
も
の

イ

し
ゆ
う
し
よ
く

似
た
意
味
の
漢
字
が
並
ぶ
も
の

ウ

下
の
漢
字
が
、
上
の
漢
字
の
目
的
語(

～
を
、
～
に

な
ど)

に
な
っ
て
い
る
も
の

エ

下
の
言
葉
の
意
味
を
打
ち
消
す
漢
字
が
上
に
つ
く
も
の

オ
次
の
語
句
の
対
義
語
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

五
①

反
対

②

容
易

③

成
功

④

就
任

⑤

運
動



専願入試

2015年実施

平成27年度 入学試験問題

社 会・国 語
（50分）

（社会50点・国語100点）

受 氏

験

番

号 名

注意事項

① 監督の指示があるまで中を開けないこと。

② 解答は、全て「解答用紙」に記入すること。

※ 字数制限がある問題は、句読点・記号も字数に含む。

③ 質問（印刷不明のところ）がある、鉛筆などを落とした、トイレに行きたくなった、気持ちの悪くなっ

た、などの場合は静かに手をあげること。

④ 携帯電話は、音が出ないよう電源を切るかバッテリーをはずし、カバンにしまっておくこと。

⑤ 「国語」の問題は裏の表紙の側から始まります。

名古屋経済大学市邨中学校


